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関連イベント

ほっとサロン建設工事状況（第1･2棟間の中庭 2014.3.12）

特集展示　郷土の絵師　雲
う ん

山
ざ ん

と観
か ん

了
りょう

　羽咋市出身で能登の南
なん

画
が

家
か

の嚆
こう

矢
し

となった山
やま

崎
ざき

雲
うん

山
ざん

と、志賀町赤
あか

住
すみ

の出
身で「能登の大

たい

雅
が

堂」と
呼ばれた池

いけ

野
の

観
かん

了
りょう

。能登
で生まれ、京都などで絵
を習得した2人は、故郷に
戻って多数の作品をのこ
し、石川の絵画史に大き
な影響を与えました。
　本展では特集展示として、これまで注目されることの少なかった
2人の絵師をとりあげ、羽咋市歴史民俗資料館の所蔵品とあわせて、
その画業を紹介します。

講演会　「妙
みょう
成
じょう
寺
じ
ゆかりの加賀藩の女性たち」

講師：横山方
まさ

子
こ

氏（石川郷土史学会幹事）
日時：4月26日（土）14：00～15：30
会場：羽咋市歴史民俗資料館　1階研修室
※聴講無料・事前申込不要

れきはく学芸員によるギャラリートーク
日時：5月10日（土）14：00～15：00
会場：羽咋市歴史民俗資料館　2階展示室
※参加無料・事前申込不要

週末ワークショップ
①へんしんコーナー　甲冑やお姫さま衣装の体験
②からくりコーナー　江戸時代のからくり人形について実演とレクチャー
日時：会期中の土曜日・日曜日・祝日　10:00～15:00
会場：羽咋市歴史民俗資料館　2階ホール
※参加無料・事前申込不要

特別公開
本州最後のトキ「能

の
里
り
」5月10日（土）～18日（日）

能登に生息した本州最後のトキ「能里」のはく製を特別公開

石川県立歴史博物館　リニューアルオープン  プレ企画展

－加賀藩の歴史と美術－
大名行列がやってきた！

平成26年 4月26日（土）〜5月25日（日）　※会期中無休

会　　場　羽咋市歴史民俗資料館　2階展示室
　　　　  （羽咋市鶴多町鶴多田38-1）
開館時間　午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）
主　　催　石川県立歴史博物館・羽咋市歴史民俗資料館
入 館 料　無料

紫
紺
糸
威
二
枚
胴
具
足
　
雲
海
光
尚
作
　
長
尚
連
所
用

江
戸
時
代
（
17
世
紀
）　
石
川
県
指
定
文
化
財

釈
文
を
み
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
、
自

分
が
利
常
さ
ん
に
な
り
か
わ
っ
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

「
お
手
紙
の
内
容
は
わ
か
り
ま
し
た
（（
笑
））。
人
間
年
を
と

る
と
物
忘
れ
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
失
敗
も
す
る
よ
う
に
な

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ふ
と
、
こ
ん
な
和
歌
が
浮
か
ん
で
き

ま
し
た
。
お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
が
…
」
こ
ん
な
感
じ
で

し
ょ
う
か
。
写
真
の
右
端
の
裏
側
に
、「
上
木
　
ち
く
ぜ
ん

よ
り
」
と
あ
り
ま
す
。
利
常
が
筑
前
守
に
な
る
の
は

一
六
〇
五
（
慶
長
一
〇
）
年
で
十
三
歳
。
上
木
は
、
利
常
付

と
な
っ
て
い
た
上う
え

木き

庸つ
ね

長な
が

（
お
じ
さ
ん
）
で
し
ょ
う
。
庸
長

は
一
六
一
五
（
元
和
元
）
年
に
亡
く
な
る
の
で
、
こ
の
手
紙

は
利
常
が
二
十
歳
前
後
の
も
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
ま

す
。
人
柄
が
感
じ
ら
れ
る
書
状
で
す
ね
。

さ
ら
に
、
利
常
の
和
歌
。
細さ
さ

蟹が
に

の
糸
な
ら
振
り
払
う
こ
と

が
で
き
る
の
に
、
自
分
の
身
の
回
り
は
色
ん
な
し
が
ら
み
で

思
い
通
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
細
蟹
は
、
蜘
蛛
の
こ
と
で
す
。

『
古
今
和
歌
集
』
に
も
蜘
蛛
を
細
蟹
と
表
現
す
る
和
歌
が
出

て
き
ま
す
。
利
常
は
、
連
歌
が
上
手
だ
っ
た
北
野
天
満
宮
の

能の
う

順じ
ゅ
んを

小
松
へ
招
い
た
こ
と
や
、
茶
人
小
堀
遠
州
と
の
交
流

な
ど
、
文
化
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
即
興
と
し
な
が

ら
も
、
年
長
者
を
思
い
や
っ
て
こ
ん
な
和
歌
が
詠
め
る
と
い

う
の
は
、
さ
す
が
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
蜘
蛛
と
蟹
。
確
か
に
、
お
互
い
足
は
八
本
あ
る

け
ど
…
。
動
物
学
で
も
、
節
足
動
物
門
で
大
き
く
は
同
じ
仲

間
と
さ
れ
ま
す
。
タ
ラ
バ
ガ
ニ
と
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
同
じ

仲
間
と
は
…
自
分
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
同
じ
と
見
な
し

た
古
の
人
た
ち
は
す
ご
い
！

（
資
料
課
長
　
濱
岡
伸
也
）

山水図（部分）山崎雲山筆　天保6（1835）年
羽咋市歴史民俗資料館所蔵

　昨年度に引き続き、リニューアルオープンに向けたプレ企画展を、県内の博物館
施設で開催します。「大名行列がやってきた！－加賀藩の歴史と美術－」では、歴博
が所蔵する加賀藩関連の優品と、開催地である羽咋および能登に関連した絵画資料
をあわせてご覧いただきます。
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歴博リニューアル　平成25年度の歩み
当館はリニューアル工事真っ只中で、毎日急ピッチで工事が進められています。

休館に入り一年以上がたちましたが、これまでの工事の様子や休館中の当館の活動を振り返ります。

夏に行う資料移転
作業に備えて、ま
ずは収蔵庫の資料
整理から始まりま
した。

学芸、普及、資料
収蔵の 3 つワーキ
ング会議を開いて、
リニューアルの原案
作りを行っていま
す。

七尾の臨時収蔵庫
へ資料を搬入しま
した。広い収蔵庫
があっという間に
資料で埋め尽くさ
れました。

工事着工前に当館
職員や、展示業者、
工事関係者による
定例工事打ち合わ
せ会議を行ってい
ます。

石川近代文学館に
て「モダン金沢と
映画文化」と題し
大正～昭和初期の
金沢の大衆文化を
伝えるプレ企画展
を開催しました。

昨年度の当館主催
の講座や講演会は
県立美術館の講義
室をお借りして開
講しました。

年 3 回開催してい
る歴史遺産セミ
ナー。昨年度は加
賀郡牓示札、一向
一揆、兼六園をテー
マに開催しました。

プレ企画展「大名
行 列がやってき
た！—優品に見る
加賀藩—」を小松
市立博物館にて開
催しました。

第 2 弾プレ企画展
を石川県七尾美術
館で開催しました。
開催地にちなんで
能登に関連する資
料も展示しました。

足場が組まれ、外
壁の修復や内装の
解体など博物館の
あちこちで工事が
始まりました。工
事が安全に進みま
すように。

NTT側の通路脇に
ある門柱の修復工
事を行いました。
傾きを直して綺麗
になりました。こ
ちらも建物と同じ
く重要文化財です。

新設される「ほっと
サロン」の基礎が完
成し柱が建ちまし
た。こちらのスペー
スはお客様の憩い
の場として活用いた
だく予定です。

4月 5月

8月 9月

12月 1月

6月 7月

10月 11月

2月 3月
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フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
日
本
文
化
会
館
で
、
江
戸
時
代

か
ら
の
伝
統
を
継
承
す
る
金
沢
の
文
化
を
紹
介
す
る

「
加
賀
百
万
石
～
金
沢
に
花
開
い
た
も
う
一
つ
の
武
家

文
化
～
」
展
が
開
催
さ
れ
、
当
館
か
ら
も
十
三
件
（
十

五
点
）
の
資
料
が
貸
与
・
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
展

覧
会
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
二
日
か
ら
十
二
月
十
四

日
ま
で
十
一
週
間
に
わ
た
り
、
国
際
交
流
基
金
・
パ
リ

日
本
文
化
会
館
が
主
催
、
金
沢
市
が
共
催
、
石
川
県
が

後
援
し
て
、
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
期
中
の
入
場
者
は
九
、二
二
八
人
で
、こ
こ
数
年
の

展
覧
会
入
場
者
を
大
き
く
上
回
り
、
反
響
は
大
き
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
当
館
か
ら
出
品
さ
れ
た
資
料
の
う

ち
、
紅あ
か

糸い
と

威お
ど
し

仁に

王お
う

胴ど
う

具ぐ

足そ
く

は
ポ
ス
タ
ー
や
ち
ら
し
、
図

録
の
表
紙
、
懸
垂
幕
な
ど
、
広
報
の
主
力
と
し
て
扱
わ

れ
、
そ
の
偉
容
と
と
も
に
パ
リ
の
人
々
の
関
心
を
引
き

付
け
た
よ
う
で
す
。	

（
資
料
課
長　

濱
岡
伸
也
）

行
事
日
程

行
事
日
程

　
　
　
　
　（
6
～
7
月
）

◎
開
講
時
間

：

午
後
二
時
～
（
約
一
時
間
三
十
分
）

◎
会
　
　
場

：

石
川
県
立
美
術
館  

講
義
室

◎
受
講
料
及
び
申
し
込
み

：

い
ず
れ
も
不
要

　
※
休
館
中
の
た
め
、
本
多
の
森
公
園
内
の
石
川
県
立
美
術
館
が
会
場

と
な
り
ま
す
。

　
※
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
※
美
術
館
講
義
室
の
開
場
は
午
後
一
時
三
十
分
で
す
。

月
　
日

行
　
　
　
事

内          

容

6
/

20
（
金
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

7
/

18
（
金
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

8
/

15
（
金
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

未
定

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
情
報
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

今
後
発
行
さ
れ
る
れ
き
は
く
メ
イ
ト
向
け「
メ

イ
ト
情
報
」
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

出品リスト
1 前田家陣幕

2 紅糸威仁王胴具足

3 投頭巾形変わり兜

4 浅葱絽地田家文様染繍単衣

5 白麻地小梅文様染繍帷子

6 預玄院細工物

7 梅薗院細工押し花　2点

8 内持仏（前田土佐守家伝来）　2点

9 浄珠院持仏　地蔵尊

10 花鳥図　前田斉広筆

11 大坂の陣図屏風

12 六玉川歌意図屏風

13 宝生太夫勧進能絵巻

「加賀百万石～金沢に花開いた
もう一つの武家文化～」展 in パリ

紅糸威仁王胴具足

投頭巾形変わり兜（右）

図録表紙

前田家陣幕を背景に

仁王胴具足と六玉川屏風

エッフェル塔と日本文化会館（右端）
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本
多
の
森
か
ら

　
𦚰
田
晴
子
前
館
長
は
、
こ
の
三
月
に
任
期
満
了
を
迎
え
、
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

七
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
博
物
館
運
営
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
今

年
度
か
ら
は
日
本
近
世
史
を
専
門
と
す
る
藤
井
讓
治
館
長
が
就
任
し
ま
す
。
新
館
長

の
も
と
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
職
員
一
同
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

赤レンガ建物3棟
（県立歴史博物館・藩老本多蔵品館）

の愛称を募集中!!
　石川県立歴史博物館と藩老本多蔵品
館では、平成27年春のリニューアル
オープンを機に、より多くの皆様から親
しまれる施設となるよう、両博物館が入居する国指定重要文化財の赤レンガ建物3
棟を総称した愛称を募集しています。
　石川県の豊かな文化や歴史を発信する「兼六園周辺文化の森」にふさわしく親し
みやすい愛称をご応募下さい。
＜応募期間＞平成26年4月28日（月）～6月10日（火）
＜応募方法＞応募用はがき、官製はがき、ファックス、電子メールによりご応募下
さい。電話でのご応募はできません。詳しくは当館ホームページをご覧ください。
募集案内書がダウンロードできます。
＜問合わせ先＞
赤レンガ建物愛称募集係（石川県立歴史博物館内）
電　話　076―262―3236
F A X　076―262―1836
e-mail　rekihaku@pref.ishikawa.lg.jp
U R L　http://www.pref.ishikawa.jp/muse/rekihaku/index.htm

前
田
利
常
書
状
の
「
裏
」
も

読
ん
で
み
よ
う
！

写
真
を
見
て
、「
じ
ぇ
、
じ
ぇ
、
じ
ぇ
」
と
叫
ん
だ
方
も

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

文
之
と
を
り
被
申
候
大
か
た
心
得
候
」
わ
れ
わ
れ
と
し
も

よ
り
物
わ
す
れ
」
い
た
し
候
間
」
そ
こ
つ
な
る
事
も
き
き
ま

い
ら
せ
候
」
折
ふ
し
」

さ
さ
か
に
の
い
と
な
ら
な
く
に
お
の
が
じ
し

身
を
し
ば
ら
る
る
人
の
世
の
中

口
は
づ
れ
に
て
候
」
御
は
づ
か
し
く
候
」
か
し
く

釈
文
を
み
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
、
自

分
が
利
常
さ
ん
に
な
り
か
わ
っ
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

「
お
手
紙
の
内
容
は
わ
か
り
ま
し
た
（（
笑
））。
人
間
年
を
と

る
と
物
忘
れ
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
失
敗
も
す
る
よ
う
に
な

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ふ
と
、
こ
ん
な
和
歌
が
浮
か
ん
で
き

ま
し
た
。
お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
が
…
」
こ
ん
な
感
じ
で

し
ょ
う
か
。
写
真
の
右
端
の
裏
側
に
、「
上
木
　
ち
く
ぜ
ん

よ
り
」
と
あ
り
ま
す
。
利
常
が
筑
前
守
に
な
る
の
は

一
六
〇
五
（
慶
長
一
〇
）
年
で
十
三
歳
。
上
木
は
、
利
常
付

と
な
っ
て
い
た
上う
え
木き

庸つ
ね
長な
が
（
お
じ
さ
ん
）
で
し
ょ
う
。
庸
長

は
一
六
一
五
（
元
和
元
）
年
に
亡
く
な
る
の
で
、
こ
の
手
紙

は
利
常
が
二
十
歳
前
後
の
も
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
ま

す
。
人
柄
が
感
じ
ら
れ
る
書
状
で
す
ね
。

さ
ら
に
、
利
常
の
和
歌
。
細さ
さ
蟹が
に
の
糸
な
ら
振
り
払
う
こ
と

が
で
き
る
の
に
、
自
分
の
身
の
回
り
は
色
ん
な
し
が
ら
み
で

思
い
通
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
細
蟹
は
、
蜘
蛛
の
こ
と
で
す
。

『
古
今
和
歌
集
』
に
も
蜘
蛛
を
細
蟹
と
表
現
す
る
和
歌
が
出

て
き
ま
す
。
利
常
は
、
連
歌
が
上
手
だ
っ
た
北
野
天
満
宮
の

能の
う

順じ
ゅ
んを

小
松
へ
招
い
た
こ
と
や
、
茶
人
小
堀
遠
州
と
の
交
流

な
ど
、
文
化
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
即
興
と
し
な
が

ら
も
、
年
長
者
を
思
い
や
っ
て
こ
ん
な
和
歌
が
詠
め
る
と
い

う
の
は
、
さ
す
が
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
蜘
蛛
と
蟹
。
確
か
に
、
お
互
い
足
は
八
本
あ
る

け
ど
…
。
動
物
学
で
も
、
節
足
動
物
門
で
大
き
く
は
同
じ
仲

間
と
さ
れ
ま
す
。
タ
ラ
バ
ガ
ニ
と
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
同
じ

仲
間
と
は
…
自
分
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
同
じ
と
見
な
し

た
古
の
人
た
ち
は
す
ご
い
！

（
資
料
課
長
　
濱
岡
伸
也
）

資
料
紹
介

人
事
異
動
（
四
月
八
日
付
）

新
　
任	

館
長
　
藤
井
讓
治

退
　
職
（
任
期
満
了
）	

館
長
　
𦚰
田
晴
子
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